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修士論文要旨
序章
　東日本大震災は、非常に広範囲に渡って大きな被害を及
ぼし、その上でこれまでの私たちのあり方に問いを投げか
けた。多次元性や固有性を帯びた災害の場面を理解するた
めには、多様な関係性が実際の人々の考え方や活動をどの
ように可能にしているのかという点が明らかにされること
が重要である（木村周平，2013）。本論文では、福島第一原
子力発電所事故がどのような歴史的政治的文脈の中で発生
して、人びとや地域に対してどのような影響を及ぼしてい
るのかを、人類学的見地から明らかにする。
第１章　原子力発電所事故とその影響
　第１節では、まず福島第一原子力発電所事故の実態を、原
子力政策が推進されてきた潮流、国際的に定められている
放射線防護基準や、筆者らが実施した広域避難者を対象と
したアンケートから広域避難者の放射線・放射能の捉え方
に焦点をあてて明らかにした。放射線防護基準では直線し
きい値なし仮説が推奨されているにもかかわらず、放射線
に関する知識を有するものの割合は放射線・放射能の性質
や影響を無害視している群において62.2％と有意に多かっ
た（χ2=40.394，df=9，p＜.001）のは、原子力の平和利
用を名目に有効活用すべきものであると強調して放射線教
育がされている現状を示していると考えた。第２節では、福
島第一原子力発電所事故発生により人間のこころやからだ
にどのような影響が及ぼされ得るのかについて検討した。
長期的な避難生活により多様な要因からなるストレスが持
続している中で、被災者の苦しみに少しでも寄り添うため
には、歴史的な観点を持ち、社会が内包してきた脆弱性を
受け止めて新たな生き方を考える必要がある。
第２章　福島第一原子力発電所事故における支援
　第１節では支援の概念について、管理の概念との差異を
明確にした上で整理した。第２節では、支援の主たる提供
者である行政や基本的な規範を定める国会などによる福島
第一原子力発電所事故の対応を確認した。これまで日本で
電力会社の資金を連結力として構成された原子力複合体
（舩橋晴俊，2013）である主体が、被災した人びとや地域の
復興にあたって管理体制をとっている現状がある。行政に
よって社会全体の構造や秩序が中心に支援が行われること
は、復興を実現していく上である側面では必要だが、ひと
たび支援が意味することを忘れてしまえば管理の強化を招
く危険があるため、支援としては脆弱な面を有している。
第３章　福島県の今と広域避難者支援の展望
　第１節では、筆者が福島県南相馬市原町区でフィールド
ワークを行った上で理解したことをエスノグラフィー形式
でまとめた。震災発生後、南相馬市では地域において自然
と人との関わりを基調とした物語が突然中断してしまった
一方で、神事・祭りとして鎌倉時代から原型のあった相馬
野馬追は、被災後も根強く継続されており、危機に瀕して
いる被災地域のつながりを過去から未来へと継承するうえ
で重要な役割を担っていた。第２節では、吉木志津子氏（仮
名）へのインタビューにより、吉木氏が立ち上げに関わり、
被災者が主体で結成された市民活動団体Ａ会の多様性を構
成し柔軟な対応を可能とする支援のかたちを考察した。Ａ
会は行政や自治会などの協力を得て、居住地を問わず様々
な背景を持つ被災者がイベントに参加しやすい環境をつく
ることで、離れ離れになった数多くの人の再会の場として
の働きを大きく担うようになったのである。
終章
現代社会では、国家から離れて匿名の権力として働く知識
の権力（藤田渡，2011）が社会の隅々に敷かれている。コ
ミュニティが主体性を持って新たな時代を切り拓いていく
ためには、既存の知識と対話し意味を再交渉するエイジェ
ンシー（田中雅一，2002）が放射線・放射能の知識をめぐ
るそれぞれの文脈の中で、一つひとつの意味を問い直して
いく必要があると考えられる。同時に、福島第一原子力発
電所事故による避難は多くの場合で長期化すると予想され
るため、被災した人びとの再開の場となり会員の避難生活
を支えているＡ会のような、多様な関係性の網の目におい
て関わり配慮し合うことが出来る場の確保が不可欠だ。
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